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(百万円未満切捨て)
１．2024年８月期の連結業績（2023年９月１日～2024年８月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年８月期 1,515 9.6 △38 － △39 － 2 －

2023年８月期 1,382 － △68 － △69 － △66 －
(注) 包括利益 2024年８月期 3百万円( －％) 2023年８月期 △65百万円( －％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年８月期 2.83 2.74 1.0 △4.8 △2.5

2023年８月期 △80.33 － △29.4 △9.4 △4.9

(注)１．2023年８月期より連結財務諸表を作成しているため、2023年８月期の対前期増減率については記載しており
ません。また、2023年８月期の自己資本当期純利益率及び総資産経常利益率は連結初年度のため、それぞれ
期末自己資本及び期末総資産額に基づいて計算しております。

２．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、2023年８月期は１株当たり
当期純損失のため、記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年８月期 904 255 26.4 283.96

2023年８月期 746 243 30.3 272.15
(参考) 自己資本 2024年８月期 238百万円 2023年８月期 226百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2024年８月期 △38 △26 135 438

2023年８月期 26 △62 △4 367

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年８月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －

2024年８月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －

2025年８月期(予想) － 0.00 － 0.00 0.00 －

３．2025年８月期の連結業績予想（2024年９月１日～2025年８月31日）

(％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 1,719 13.5 55 － 49 － 39 － 47.20



※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 無
新規 社 (社名) 除外 社名

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年８月期 839,522株 2023年８月期 832,250株

② 期末自己株式数 2024年８月期 －株 2023年８月期 －株

③ 期中平均株式数 2024年８月期 835,747株 2023年８月期 828,304株

(参考) 個別業績の概要
１．2024年８月期の個別業績（2023年９月１日～2024年８月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年８月期 1,503 8.9 △52 － △43 － 1 －

2023年８月期 1,380 10.0 △76 － △72 － △67 －

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2024年８月期 1.43 1.38

2023年８月期 △81.59 －

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年８月期 878 236 26.9 281.33

2023年８月期 726 225 31.0 270.90

(参考) 自己資本 2024年８月期 236百万円 2023年８月期 225百万円

２．2025年８月期の個別業績予想（2024年９月１日～2025年８月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 1,696 12.9 34 － 29 － 34.69

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項等については、決算短信（添付資料）５ページ「１．（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における我が国経済は、円安のプラス効果やインバウンド需要による好調な企業業績を背景に、

日経平均株価は最高値を更新し、大手企業を中心とした賃上げの本格化など景気は緩やかな回復基調にあります。

その一方で、不安定な世界情勢の長期化を受け、資源価格の高騰と行き過ぎた円安に伴う物価上昇等の影響など、

依然として先行きは不透明な状況となっております。

当社グループが事業展開する広告業界におきましては、2023年の日本の総広告費は新型コロナウイルス感染症の

５類感染症移行に伴うリアルイベントの開催数増加や国内外の観光・旅行の活性化などにより回復がみられ、７兆

3,167億円（前年比103.0%）と過去最高となりました。中でも社会のデジタル化を背景にインターネット広告費の市

場規模は３兆3,330億円（前年比107.8％）と過去最高を更新し、引き続き広告市場拡大をけん引しております（出

典：株式会社電通「2023年 日本の広告費」）。

また、ふるさと納税市場においては、2023年度のふるさと納税受入額は対前年度比約1.2倍の1兆1,175億円とな

り、受け入れ件数も前年度比約1.1倍の増の約5,895万件と過去最高となりました。ふるさと納税制度の認知は一般

化し、今後も市場規模の拡大が予想されております（出典：総務省自治税務局市町村税課「ふるさと納税に関する

現況調査結果（令和６年度実施）」）。

このような環境下、当社グループは地域情報プラットフォーム「まいぷれ」の運営を通じ、広告主である地域の

中小事業者・店舗の情報発信・マーケティング支援を通じた経営支援を推進し、「まいぷれ」運営パートナーとの

協働によるふるさと納税事業や地域ポイント事業の実行を通じて地方自治体の課題解決を推進してまいりました。

当連結会計年度においては、地域情報流通事業は、地域情報プラットフォームの価値向上のための積極的な開発

投資及び新サービスや新規事業領域への人的資本の投資を行い、店舗の経営支援に向けたサービス価値の向上を追

求してきました。その結果、地域の店舗・中小事業者のＷＥＢマーケティング支援を目的とした情報発信の代行を

行う「まるまるおまかせプラン」の全国展開を進め、顧客単価を伸ばしてまいりました。公共ソリューション事業

においては、ふるさと納税ＢＰＯ事業の受託自治体の寄付額増加支援に特に注力し、受託自治体数は純減するも前

期を上回る総寄付額となりました。また、大阪府貝塚市で官民協働地域ポイント事業など、新規の受託案件がスタ

ートしました。新規事業として展開を進めるカタログギフト「まいぷれご当地ギフト」は、初のパートナーエリア

での横展開事例ができ、販売数を伸ばしております。また、新たな事業としてVtuberを活用し地域の魅力を届ける

事業「まちスパチャプロジェクト」を開始いたしました。

しかしながら、まるまるおまかせプランの販売に関して、順調に販売数を伸ばせたパートナーもありつつ、伸び

悩んでいるパートナーエリアもあることなどが影響し、売上高が当初予想を下回る見込みとなり、新サービスや新

規事業領域への人的資本への投資をしたことにより販売管理費も増加しました。その結果、当連結会計年度におけ

る売上高は1,515,249千円（対前年同期比9.6％増）、営業損失は38,541千円（前年同期は営業損失68,131千円）、

経常損失は39,306千円（前年同期は経常損失69,877千円）、受託した公共案件の一部が補助金となったことから、

補助金収入を特別利益に計上し、親会社株主に帰属する当期純利益は2,366千円（前年同期は親会社に帰属する当期

純損失66,536千円）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（地域情報流通事業）

地域情報流通事業におきましては、広告掲載だけではなく、顧客満足度を高めるサポートを行う高単価サービス

「まるまるおまかせプラン」の販売を推進し導入店舗数を増やしてまいりました。その結果、平均単価が9,031円

（前年同期比2,810円増）となりました。これにより、当連結会計年度における直営地域のまいぷれ関連売上高は

142,204千円（対前年同期比23.8％増）となりました。

パートナー運営地域におきましては、「まいぷれ」の展開エリアは着実に増加し、914市区町村となりましたが、

まるまるおまかせプランの全国展開を進めるとともに利用店舗数より平均単価の向上を重視した施策を取り入れた

ことから、直営を含む全国のまいぷれプラットフォーム利用店舗数は17,784店舗（前年同期比423店舗減）と微減し

ました。まるまるおまかせプランは平均単価の向上に寄与し、レベニューシェアの増加につながりました。

運営パートナーの新規開拓におきましては、営業組織体制を強化し、広告リード獲得の安定化を図ったことから

安定的な受注を生み、当連結会計年度における新規契約件数は36件となりました。これにより、当連結会計年度の
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既存・新規契約をあわせたパートナー関連売上高は457,555千円（対前年同期比12.7％増）となりました。

また、地域情報プラットフォームで培った地域店舗・企業に対する広告・販促を扱うマーケティング支援におき

ましては、大手小売チェーンの取引が伸びたほか、新規事業として展開する「まいぷれのご当地ギフト」「まちス

パチャプロジェクト」による売上貢献も影響し、マーケティング支援売上高は215,568千円（対前年同期比5.2％

増）となりました。

この結果、当連結会計年度に属するセグメント売上高は815,328千円（対前年同期比12.3％増）となりました。ま

たセグメント利益は236,081千円（対前年同期比11.7％増）となりました。

（公共ソリューション事業）

ふるさと納税ＢＰＯでは、当連結会計年度に新たに２自治体で受託が開始し11自治体で終了したことから、サー

ビス提供自治体数は31となり、ふるさと納税関連売上高は514,830千円（対前年同期比1.1％増）となりました。公

共ソリューション領域では、熊本県玉名市の施設活用事業及び兵庫県加古川市や神奈川県のコンサルティング受託

案件がスタートするなど、順調に推移しましたが、一部の受託案件が補助金事業となったことで50,971千円の特別

利益を計上することになりました。それにより、公共案件売上高は120,083千円（対前年同期比10.4％増）となりま

した。

地域共通ポイントサービス「まいぷれポイント」は、新たに大阪府貝塚市との官民協働ポイントがスタートし、

全国で12エリア、４自治体と運営を継続しております。それにより、まいぷれポイント関連売上高は65,007千円

（対前年同期比68.0％増）となりました。

この結果、当連結会計年度に属するセグメント売上高は699,920千円（対前年同期比6.6％増）となりました。ま

たセグメント利益は104,456千円（対前年同期比14.5％増）となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

(資産)

当連結会計年度末における総資産は904,460千円であり、前連結会計年度末に比べ157,533千円増加いたしまし

た。これは主に現金及び預金が70,699千円、売掛金が9,963千円、契約資産が12,895千円、有形固定資産が25,677千

円、無形固定資産が11,204千円、投資その他の資産が5,687千円増加したことによるものであります。

(負債)

当連結会計年度末における負債合計は648,594千円であり、前連結会計年度に比べ144,860千円増加いたしまし

た。これは主に長期借入金が145,439千円、１年内返済予定の長期借入金が19,186千円増加し、買掛金が14,707千

円、短期借入金が25,000千円減少したことによるものであります。

(純資産)

当連結会計年度末における純資産合計は255,866千円であり、前連結会計年度に比べ12,672千円増加いたしまし

た。これは主に資本金が4,763千円、資本剰余金が4,763千円、利益剰余金が2,366千円増加したことによるものであ

ります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動及び投資活動によりそれ

ぞれ38,198千円、26,963千円減少し、財務活動により135,861千円増加したため、438,646千円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度において営業活動の結果使用した資金は、38,198千円（前年同期は26,811千円獲得）となりまし

た。主な要因といたしましては、税金等調整前当期純利益11,664千円、減価償却費の計上額23,852千円、賞与引当

金の増加額3,319千円、補助金収入の振替額50,971千円、売上債権の増加額23,797千円、仕入債務の減少額14,707千

円、預り金の増加額5,898千円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度において投資活動の結果使用した資金は、26,963千円（前年同期は62,453千円使用）となりまし

た。これは主に有形固定資産の取得による支出48,879千円、無形形固定資産の取得による支出18,402千円、補助金

の受取額45,350千円、貸付けによる支出6,000千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度において財務活動の結果獲得した資金は、135,861千円（前年同期は4,712千円使用）となりまし

た。これは主に、短期借入金の純減少額25,000千円、長期借入れによる収入200,000千円、長期借入金の返済による

支出35,375千円によるものであります。
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（４）今後の見通し

今後の見通しにおいては、当社の理念である「地域活性化を継続的かつ発展的事業の形で実現することで、社会

に貢献する」の実現のために、継続的な事業成長を重視しております。

地域情報流通事業においては、地域情報プラットフォームの開発投資を継続し、「地域情報サイトまいぷれ」の

機能アップデート、店舗の経営支援に向けた「まるまるおまかせプラン」の全国展開を加速するとともにAIを活用

した業務効率化による原価率の圧縮に注力してまいります。また、各地域の運営を担うパートナーを安定的に増加

していくと共に、すでに「まいぷれ」を運営している事業歴の長い運営パートナーに対する経営支援・サポートを

より一層強化することで収益力を高め、事業の進展速度を向上させます。また、2024年9月2日に設立した子会社で

ある地域活性AIテクノロジーズ株式会社は、AIを中心としたリスキリング・ラーニング事業を行い、生成AI技術の

活用し、地域情報プラットフォームの開発及び業務効率化、運営パートナーのリスキリングを進め事業成長に寄与

させます。

公共ソリューション事業では、ふるさと納税ＢＰＯ事業の受託自治体における寄付額増加の支援を強化しながら、

コールセンターを中心業務とする子会社の株式会社公共ＢＰＯと連携し、事業構造の効率化と発展的にサービスレ

ベルを向上することに努めてまります。新規事業領域においては、「まいぷれのご当地ギフト」「まちスパチャプ

ロジェクト」ともに現段階ではスケールするまでは至っておりませんが、引き続き事業展開を進めてまいります。

2025年８月期の連結業績につきましては、売上高は1,719百万円、営業利益は55百万円、経常利益は49百万円、親

会社株主に帰属する当期純利益は39百万円を見込んでおります。

上記予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおりま

す。業況の変化等により、上記予想数値と異なる可能性があります。

（５）継続企業の前提に関する重要事象等

当社グループは３期連続して営業損失、経常損失を計上し、当連結会計年度において営業損失38,541千円、経常

損失39,306千円、親会社株主に帰属する当期純利益2,366千円を計上しております。また、当連結会計年度末におい

て現金及び預金を438,646千円保有しておりますが、借入金は286,663千円（内短期借入金（1年内返済長期借入金を

含む）は96,226千円）、預り金は145,881千円となっております。これらの状況により継続企業の前提に重要な疑義

を生じさせる状況が発生していると認識しております。

この状況については、当社グループは2021年8月に東京証券取引所マザーズ（現グロース）への上場に際して調達

した資金を今後の事業規模拡大のための採用費及び人件費として人材への投資をしていくことを計画し、実行して

まいりました。その結果、上場後３期ではCAGR（年平均成長率） 9.9%増と着実に事業成長をしておりますが、人材

投資に見合った規模感での成長には至っていないと判断しております。そのため、当連結会計年度より人件費の抑

制に努め、営業損失は改善傾向にあります。また、当連結会計年度では公共ソリューション事業において補助金収

入を特別利益に計上したため、親会社株主に帰属する当期純利益は黒字回復となりました。このような状況の解消

及び営業利益の計上を達成していくべく、当社グループでは以下の対応策により、収益性の改善及び財務基盤の安

定に努めてまいります。

①収益力の向上

当社グループは、地域情報流通事業における地域情報プラットフォームの開発継続し、「地域情報サイトまい

ぷれ」の機能アップデート、店舗の経営支援に向けた「まるまるおまかせプラン」の全国展開を加速してまいり

ました。それに伴い開発コストや人件費が増加しましたが、これら投資に見合う事業成長には至らなかったため、

営業赤字が継続しております。この状況を改善するために、今後はＡＩを活用した業務効率化によるコスト削減

に注力してまいります。また、公共ソリューション事業では、ふるさと納税ＢＰＯ事業の受託自治体の件数より

も寄付額増加の支援を強化することと、コールセンターを中心業務とする子会社の株式会社公共ＢＰＯと連携し、

事業構造の効率化とサービスレベルを向上することに注力してまいります。これらの施策を通じて売上高を伸ば

し、継続的なコスト削減を実現し、収益力の向上に努めてまいります。

②人件費増加の抑制

当社グループは、事業規模拡大のために人材投資をしてきましたが、人材の獲得は得られたと認識しており、

現組織体制を拡大せずに維持しながら事業を進めることで、売上高人件費比率の改善に努めてまいります。

③財務基盤の安定

当社グループは、当連結事業年度において、長期借入金による資金調達を実施しており、資金繰りに重要な懸
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念は生じておりません。今後も安定した財務基盤の実現に取り組むと共に、その他の資金調達手段を含め当社グ

ループにて最適な手法の模索及び検討、並びに上記の収益力の向上や継続的なコスト削減に取り組み、事業資金

の安定的な確保と維持に努めてまいります。

上記の対応策により、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本基準で連結財務

諸表を作成する方針であります。なお、国際会計基準の適用につきましては、今後の事業展開や国内外の動向など

を踏まえ検討していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年８月31日)

当連結会計年度
(2024年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 367,946 438,646

売掛金 117,131 127,094

契約資産 24,690 37,585

商品及び製品 581 1,898

仕掛品 370 528

原材料及び貯蔵品 668 790

その他 34,495 54,362

貸倒引当金 △586 △645

流動資産合計 545,297 660,261

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 27,175 100,685

車両運搬具（純額） 0 0

リース資産（純額） 6,934 3,587

建設仮勘定 44,633 －

その他 4,920 5,070

有形固定資産合計 83,665 109,343

無形固定資産

ソフトウエア 30,247 40,571

ソフトウエア仮勘定 3,634 4,519

その他 204 200

無形固定資産合計 34,086 45,291

投資その他の資産

投資有価証券 53,018 53,018

長期貸付金 － 3,524

破産更生債権等 881 938

繰延税金資産 13,369 13,642

長期未収入金 17,127 15,227

その他 17,489 19,380

貸倒引当金 △18,008 △16,165

投資その他の資産合計 83,877 89,565

固定資産合計 201,629 244,199

資産合計 746,927 904,460
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年８月31日)

当連結会計年度
(2024年８月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 54,449 39,742

短期借入金 75,000 50,000

１年内返済予定の長期借入金 27,040 46,226

リース債務 4,219 1,761

未払金 86,416 88,119

未払法人税等 6,489 13,645

契約負債 3,850 7,256

預り金 139,982 145,881

賞与引当金 25,910 29,229

その他 23,492 26,140

流動負債合計 446,850 448,001

固定負債

長期借入金 44,998 190,437

リース債務 3,983 2,248

資産除去債務 7,901 7,907

固定負債合計 56,882 200,592

負債合計 503,733 648,594

純資産の部

株主資本

資本金 272,409 277,173

資本剰余金 186,909 191,673

利益剰余金 △232,820 △230,454

株主資本合計 226,499 238,392

非支配株主持分 16,694 17,474

純資産合計 243,193 255,866

負債純資産合計 746,927 904,460
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2022年９月１日
至 2023年８月31日)

当連結会計年度
(自 2023年９月１日
至 2024年８月31日)

売上高 1,382,668 1,515,249

売上原価 500,440 562,215

売上総利益 882,228 953,034

販売費及び一般管理費 950,360 991,575

営業損失（△） △68,131 △38,541

営業外収益

受取利息 4 77

ポイント失効益 590 670

利子補給金 250 77

受取給付金 － 600

不動産賃貸料 － 300

その他 352 501

営業外収益合計 1,198 2,226

営業外費用

支払利息 1,987 2,357

支払保証料 584 572

その他 372 62

営業外費用合計 2,944 2,992

経常損失（△） △69,877 △39,306

特別利益

補助金収入 － 50,971

特別利益合計 － 50,971

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損
失（△）

△69,877 11,664

法人税、住民税及び事業税 2,873 8,792

法人税等調整額 △6,909 △273

法人税等合計 △4,035 8,518

当期純利益又は当期純損失（△） △65,842 3,145

非支配株主に帰属する当期純利益 694 779

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に
帰属する当期純損失（△）

△66,536 2,366
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2022年９月１日
至 2023年８月31日)

当連結会計年度
(自 2023年９月１日
至 2024年８月31日)

当期純利益又は当期純損失（△） △65,842 3,145

包括利益 △65,842 3,145

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △66,536 2,366

非支配株主に係る包括利益 694 779
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2022年９月１日 至 2023年８月31日)

(単位：千円)

株主資本 非支配

株主持分
純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

当期首残高 267,355 181,855 △166,283 282,926 － 282,926

当期変動額

新株の発行 5,054 5,054 10,109 10,109

親会社株主に帰属する当

期純利益又は親会社株主

に帰属する当期純損失

（△）

△66,536 △66,536 △66,536

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）
16,694 16,694

当期変動額合計 5,054 5,054 △66,536 △56,427 16,694 △39,732

当期末残高 272,409 186,909 △232,820 226,499 16,694 243,193

当連結会計年度(自 2023年９月１日 至 2024年８月31日)

(単位：千円)

株主資本 非支配

株主持分
純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

当期首残高 272,409 186,909 △232,820 226,499 16,694 243,193

当期変動額

新株の発行 4,763 4,763 9,527 9,527

親会社株主に帰属する当

期純利益又は親会社株主

に帰属する当期純損失

（△）

2,366 2,366 2,366

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）
779 779

当期変動額合計 4,763 4,763 2,366 11,893 779 12,672

当期末残高 277,173 191,673 △230,454 238,392 17,474 255,866
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2022年９月１日
至 2023年８月31日)

当連結会計年度
(自 2023年９月１日
至 2024年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期
純損失（△）

△69,877 11,664

減価償却費 17,894 23,852

貸倒引当金の増減額（△は減少） △981 △902

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,765 3,319

受取利息及び受取配当金 △4 △77

支払利息 1,987 2,357

補助金収入 － △50,971

売上債権の増減額（△は増加） △9,905 △23,797

棚卸資産の増減額（△は増加） △563 △1,597

仕入債務の増減額（△は減少） 10,417 △14,707

未払消費税等の増減額（△は減少） 19,626 2,099

預り金の増減額（△は減少） 25,995 5,898

その他 20,263 10,108

小計 21,615 △32,752

利息及び配当金の受取額 4 77

利息の支払額 △2,407 △2,345

法人税等の支払額 － △3,177

法人税等の還付額 7,598 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 26,811 △38,198

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △45,210 △48,879

無形固定資産の取得による支出 △13,911 △18,402

補助金の受取額 － 45,350

貸付けによる支出 － △6,000

貸付金の回収による収入 － 983

敷金の差入による支出 △3,349 △60

敷金の回収による収入 18 45

投資活動によるキャッシュ・フロー △62,453 △26,963

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 25,000 △25,000

長期借入れによる収入 － 200,000

長期借入金の返済による支出 △28,776 △35,375

株式の発行による収入 2,795 455

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △3,731 △4,218

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,712 135,861

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △40,354 70,699

現金及び現金同等物の期首残高 408,300 367,946

現金及び現金同等物の期末残高 367,946 438,646
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

(1) 報告セグメントの決定方法

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、部

長会及び取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

ものであります。

取り扱う商品・サービスの分類に合わせ、財務情報を２事業に分離し、「地域情報流通事業」及び「公共ソリ

ューション事業」の２つを報告セグメントとしております。

(2) 各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

「地域情報流通事業」は、地域情報プラットフォーム「まいぷれ」に情報の発信を委託された対価をいただき

運営していく事業と、その仕組をエリアの運営パートナーへビジネスモデルとして提供し対価をいただく事業及

びＷｅｂに留まらずクライアントの課題に応じてご提案するマーケティング施策の内容に応じた対価をいただき

運営していく事業を行っております。

「公共ソリューション事業」は、国や地方自治体、公共へのサービス提供を行うナショナルクライアントに対

し、公共の抱える課題へのソリューションを提供し対価をいただく事業を行っております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成において採用している会計処理の方法と

同一であります。報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2022年９月１日 至 2023年８月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額(注)２地域情報流通

事業
公共ソリュー
ション事業

計

売上高

外部顧客への売上高 725,915 656,753 1,382,668 － 1,382,668

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 725,915 656,753 1,382,668 － 1,382,668

セグメント利益又は損失（△） 211,300 91,238 302,539 △370,670 △68,131

セグメント資産 108,408 133,449 241,857 505,069 746,927

その他の項目

減価償却費 － 5,616 5,616 12,278 17,894

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

－ 3,398 3,398 69,203 72,601

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額△370,670千円は、各報告セグメントへ配分していない全社費用

であり、主な内訳は全社共通人件費、システム運用経費、本社地代家賃等であります。セグメント資産の

調整額505,069千円は、各報告セグメントへ配分していない全社資産であり、主な内訳は現金及び預金、

投資有価証券、富津金谷小オフィスに係るリノベーション工事費用であります。有形固定資産及び無形固

定資産の増加額の調整額69,203千円の主な内訳は、富津金谷小オフィスに係るリノベーション工事費用で

あります。

２．セグメント利益又は損失（△）の合計額は、連結財務諸表の営業損失と調整を行っております。

当連結会計年度(自 2023年９月１日 至 2024年８月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額(注)２地域情報流通

事業
公共ソリュー
ション事業

計

売上高

外部顧客への売上高 815,328 699,920 1,515,249 － 1,515,249

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 815,328 699,920 1,515,249 － 1,515,249

セグメント利益又は損失（△） 236,081 104,456 340,537 △379,079 △38,541

セグメント資産 145,879 161,900 307,780 596,680 904,460

その他の項目

減価償却費 － 7,238 7,238 16,614 23,852

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

－ 22,087 22,087 38,376 60,464

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額△379,079千円は、各報告セグメントへ配分していない全社費用

であり、主な内訳は全社共通人件費、システム運用経費、本社地代家賃等であります。セグメント資産の

調整額596,680千円は、各報告セグメントへ配分していない全社資産であり、主な内訳は現金及び預金、

投資有価証券、富津金谷小オフィスの建物設備であります。有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調

整額38,376千円の主な内訳は、ソフトウエア開発支出であります。

２．セグメント利益又は損失（△）の合計額は、連結財務諸表の営業損失と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2022年９月１日
至 2023年８月31日)

当連結会計年度
(自 2023年９月１日
至 2024年８月31日)

１株当たり純資産額 272.15円 283.96円

１株当たり当期純利益又は
１株当たり当期純損失（△）

△80.33円 2.83円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

－円 2.74円

(注) １．前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、１

株当たり当期純損失であるため記載をしておりません。

２．１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上

の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 2022年９月１日
至 2023年８月31日)

当連結会計年度
(自 2023年９月１日
至 2024年８月31日)

１株当たり当期純利益又は
１株当たり当期純損失（△）

親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失（△）(千円)

△66,536 2,366

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益又は親会社株主に帰属する
当期純損失（△）(千円)

△66,536 2,366

普通株式の期中平均株式数(株) 828,304 835,747

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

当期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加額（株） － 29,101

（うち新株予約権（株）） （－） （29,101）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり当期純利益金額の算定に含まれなかった潜
在株式の概要

新株予約権２種類
（新株予約権の数2,644個
（普通株式52,880株））

－

３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度末
(2023年８月31日)

当連結会計年度末
(2024年８月31日)

純資産の部の合計額(千円) 243,193 255,866

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 16,694 17,474

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 226,499 238,392

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通
株式の数(株)

832,250 839,522
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(重要な後発事象)

(子会社の設立)

当社は、2024年７月12日開催の取締役会において、下記のとおり子会社の設立を決議し、2024年９月２日に設立い

たしました。

（１）子会社設立の目的

生成AI技術を活用した地域活性化事業、先進AI技術の開発検証事業及び、AIを中心としたリスキリング・ラー

ニング事業を行い、生成AI技術の活用ならびにノウハウの蓄積を加速度的に推進し、さらなる地域活性化への寄

与を目的とした地域活性AIテクノロジーズ株式会社を設立しました。

（２）子会社の概要

① 名称 ：地域活性AIテクノロジーズ株式会社

② 所在地 ：千葉県船橋市西船４-19-３

③ 代表者の役職・氏名 ：代表取締役社長 佐宗 勇志

④ 事業の内容 ：AI技術を活用した地域活性化事業

先進AI技術の開発検証事業

AIを中心としたリスキリング／ラーニング事業

⑤ 資本金 ：1,000千円

⑥ 設立年月日 ：2024年９月２日

⑦ 出資比率 ：当社100％


